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紹

介

北
村
厚
著

『
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
構
想
｜
｜
中
欧

か
ら
拡
大
す
る
道
｜
｜
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
ⅷ
＋
三
三
一
＋
二
三
頁
）

ド
イ
ツ
史
研
究
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
史
の
研

究
は
、
先
立
つ
第
二
帝
政
期
、
及
び
後
に
続
く
ナ
チ
期
と
の
関
連
に
お

い
て
、
そ
の
連
続
、
不
連
続
が
問
わ
れ
続
け
て
き
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
マ

ル
期
中
期
の
外
務
大
臣
グ
ス
タ
フ
・
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
の
外
交
を

巡
っ
て
も
、
協
調
外
交
的
側
面
を
評
価
し
、
ナ
チ
期
と
の
連
続
性
を
否

定
す
る
見
解
と
、
そ
の
一
方
で
中
欧
へ
の
進
出
の
意
図
に
注
目
し
、
ナ

チ
期
と
の
連
続
性
を
強
調
す
る
見
解
と
の
対
立
が
研
究
史
上
存
在
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。
本
書
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
外
交
政
策
が
あ
く
ま
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
統
合
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
西
側
諸
国
と
の
協
調
を
模
索
す
る
方
向
性

を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」、
東
欧
・
南
東
欧
諸
国
と
の
協
調
を
模
索
す
る

方
向
性
を
「
中
欧
志
向
」
と
名
付
け
、
こ
の
両
者
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の

外
交
政
策
に
お
い
て
、
結
合
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

第
Ⅰ
部
「
地
域
統
合
の
理
念
」
で
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
に
お
け

る
地
域
統
合
理
念
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統

合
思
想
の
登
場
」に
お
い
て
は
、
地
域
統
合
理
念
の
さ
き
が
け
と
し
て
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
後
に
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
Ｎ
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ＝

カ

レ
ル
ギ
伯
を
中
心
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
論
」
と
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
内
で
の
地
域
統
合
理
論
の
登
場
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
次
い
で
第
二
章
「
ド
イ
ツ
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
』
理
念
」

で
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
地
域
統
合
理
念
と
し
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
ハ
イ
レ
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
」
運
動

を
検
討
し
た
う
え
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
と
「
中
欧
志
向
」
双
方
の

特
徴
を
持
つ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
特
有
の
地
域
統
合
理
念
を
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
協
同
体
」
理
念
と
し
て
捉
え
、
分
析
し
て
い
る
。

第
Ⅱ
部
「
地
域
統
合
の
外
交
政
策
」
で
は
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
期

の
外
交
政
策
に
お
い
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
と
「
中
欧
志
向
」
の
双

方
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
第
三
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

志
向
の
外
交
政
策
」
で
は
、
一
九
二
七
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
世
界
経
済
会

議
へ
と
至
る
過
程
に
お
け
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同
盟
構
想
の
展
開
及

び
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
国
際
カ
ル
テ
ル
論
と
の
対
立
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
一
方
、
第
四
章
「
中
欧
志
向
の
外
交
政
策
」
に
お
い
て

は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
独
墺
の
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
運
動
の
展
開
を

検
討
し
、
外
交
政
策
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
中
央
経
済
同
盟
構
想
と
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し
て
「
中
欧
志
向
」
の
外
交
政
策
構
想
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

第
Ⅲ
部
「
独
墺
関
税
同
盟
計
画
」
で
は
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
死
後

に
展
開
さ
れ
た
独
墺
関
税
同
盟
計
画
に
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
」
理

念
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
と
し
て
、
こ
の
計
画
の
推
移
を
検
討
し
て
い

る
。
第
五
章
「
ブ
リ
ア
ン
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
』
計
画
」
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
外
相
ア
リ
ス
テ
ィ
ー
ド
・
ブ
リ
ア
ン
の
提
示
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
邦
」
計
画
と
、
こ
れ
に
対
す
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
反
応
を
分

析
し
て
い
る
。
続
く
第
六
章
「
独
墺
関
税
同
盟
計
画
に
至
る
諸
構
想
」

に
お
い
て
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」計
画
の
提
示
に
よ
り
活
発
化
し
た

独
墺
間
で
の
地
域
統
合
の
議
論
が
、
最
終
的
に
一
九
三
〇
年
二
月
の
独

墺
首
脳
会
談
で
の
独
墺
関
税
同
盟
計
画
へ
と
帰
結
し
て
い
く
過
程
を
分

析
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
七
章
「
中
欧
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
展
望
」

で
は
、
世
界
恐
慌
以
降
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
経
済
界
に
お
い
て
展

開
さ
れ
た
、
中
欧
経
済
圏
構
築
に
向
け
た
諸
構
想
に
つ
い
て
検
討
し
、

こ
れ
ら
の
構
想
が
中
欧
経
済
圏
に
と
ど
ま
ら
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
税
同

盟
を
も
視
野
に
入
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
」
の
特
徴
を
有
し
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
最
後
に
、
第
八
章
「
独
墺
関
税
同

盟
計
画
の
挫
折
」
に
お
い
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
」
理
念
の
特
徴
を

受
け
継
い
で
い
た
独
墺
関
税
同
盟
計
画
が
、
最
終
的
に
フ
ラ
ン
ス
の
猛

烈
な
反
対
に
よ
っ
て
挫
折
す
る
こ
と
と
な
る
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。

以
上
の
検
討
を
経
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
外
交
政
策
は
、
中
欧

へ
の
方
向
性
を
有
す
る
点
で
第
二
帝
政
期
や
ナ
チ
期
と
類
似
性
を
有
し

て
い
る
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
体
」理
念
に
基
づ
き
、
最
終
的
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
を
目
標
と
す
る
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
時
期
、
さ
ら
に

は
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
期
と
も
異
っ
た
、
こ
の
時
代
特
有
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
迂
回
す
る
道
」
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
外
交
政
策
の
多
層
性
を
豊
富
な
一
次
史
料

に
基
づ
い
て
、
実
証
的
に
分
析
し
て
お
り
、
そ
の
精
緻
さ
は
本
書
の
特

筆
す
べ
き
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
二
者
択
一
的
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
の
外
交
政
策
に
お
け
る
国
際
協
調

的
側
面
を
強
調
す
る
議
論
と
、
中
欧
の
覇
権
を
目
指
す
意
図
を
強
調
す

る
議
論
に
対
し
て
、
そ
の
両
者
の
併
存
と
い
う
新
た
な
視
角
か
ら
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
角
は
「
過
去
の
克
服
」
や
自
国
の
歴
史

の
正
当
性
と
い
っ
た
要
因
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
日
本
人
研
究
者

に
よ
る
ド
イ
ツ
史
研
究
だ
か
ら
こ
そ
提
示
し
得
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
点
で
本
書
は
、
単
に
新
た
な
研
究
史
上
の
テ
ー
ゼ
を
提
示
し

た
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
日
本
に
お
い
て
海
外
の
歴
史
を
研
究
す
る
意
義

を
改
め
て
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
刺
激
的
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

（
村
上

悠
）
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